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       許すな！ 雇用・賃金・年金破壊 守ろう！ 平和と憲法           

 

12日参議院本会議で年金改悪法案審議入り 

未納議員が続出し閣僚が責任をとらないまま 
―公明党神崎代表、冬柴幹事長ら 13名が未加入･保険料未納発覚－ 
 民主党が法案本体には反対だがとしながらも、国民そっちのけで自・公・民の 3党合意にもとづ
く衆議院での採決が強行され、12 日参議院本会議に年金改悪法案が提出され、与野党による代表
質問がおこなわれました。衆議院での混乱・未納閣僚の責任追及、国会議員の年金加入状況も公開

されないまま、粛々と審議が進められる異常な国会運営となっています。 
本会議の与党の代表質問では、「3党合意」という言葉が繰り返しだされ、首相も「3党合意は非
常に有意義なものであった」とし、馴れ合い・国民不在の談合政治ともいうべき質疑がおこなわれ

ています。 
 日本共産党の小池晃議員は代表質問で「保険料の引き上げを 16900円に固定、給付は 50％を確
保」とした政府の年金法案のごまかしを追求。実際は、「保険料は名目賃金に比例するので、2017
年以降も上がりつづけ、賃金が 2.1％上昇する場合、2017年には 20860円、37年には 31610円に
もなることを政府は認め、また給付についても５０％が確保されるのは、受給当初だけで受給開始

後 10年を経ると 45％に、そしてさらに減りつづけ 20年後には 40％にまでなる」とうい坂口厚生
労働大臣の回答を引き出しました。 
 まさにウソとごまかし、無知と馴れ合いによる年金法案は廃案しかないということが、参議院に

上程された時点で明らかになりました。 
 
＜資料＞ 
厚生年金の標準的な年金額（夫婦 2人の基礎年金含む）のその時点における現役男子の平均賃金（手
取り）に対する比率 
 
生年 
（平成 16年の年齢） 

受給開始時 受給開始 10年後 同 20年後 

1939年生まれ（65歳） 59.3％ 51.3％ 43.2％ 
1949年生まれ（55歳） 54.0％ 45.4％ 40.8％ 
1959年生まれ（45歳） 50.2％ 45.1％ 40.5％ 
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国民年金保険料月額 
 2017年度 2027年度 2037年度 
平成 16年度価格 16900円 16900円 16900円 
名目額 
（長期的に賃金が 2.1％
で上昇する場合） 

20860円 25680円 31610円 

国民年金保険料は、現在の賃金水準を基本とした「平成 16年度価格」表示で、年 280円づつ保
険料水準を引き上げ 2017 年度以降 16900 円で固定し、65 歳の新規裁定時の年金に、それまでの
賃金上昇を反映させる仕組みとする年金制度において、実質的な保険料水準の低下をまねかないた

めに、保険料を賃金スライドさせる仕組みとなっており、名目額は法律上定められていない。 
上の表は基準ケースにおける名目額。 
 

19日は全国から「法案の廃案」「未納閣僚の辞任」求め職場決議送ろう 
 年金保険料の未納問題で国会は大揺れです。本日民主党の 5名の委員会委員長が責任を取って辞
表を提出しました。民主党の角田義一参議院議員は、国家基本政策委員会の委員長を辞任し、その

後の記者会見で「年金法案は公明党案だから公明党幹部の未納の責任は重い。自民党も全議員の納

付状況を明らかにした上で審議に臨むべきである。」と述べました。 
 保険料納入についての全議員の情報を公開する「国会決議」を行うこと、国民に明らかにしない

まま参議院での審議続行は行なわないことを地元国会議員への要請を強めましょう。「国会決議」

を求める要請も全国から送りましょう。 
 

新宿西口で 50名の参加で宣伝行動 開始前から足を止めて対話が 
 12 日の参議院本会議で、未納閣僚が責任を取らないまま審議を開始したことに抗議し、「3 党合
意」の白紙撤回と、年金改悪法案の廃案を求めて、17：30～18：30までの 1時間、新宿西口で全
労連と中央社保協は街頭宣伝を行ないました。 
 年金パネルを置きながら準備を始めると、開始を待たずパネルに通行の足が止まり、チラシや署

名、ティッシュを配布し始めました。「3党合意はとんでもない」「神崎代表はやめるべきだ」など、
直ちに対話が始まります。「3党合意」の内容や、未納議員のことなど関心の高さを示していました。 
 全労連熊谷議長はじめ、全日本民医連肥田会長、保団連室生会長、国公労連･全厚生杉下委員長、

日本医労連田中委員長、生協労連桑田委員長、日本年金者組合森口書記次長、全教杉浦中執からの

訴えに、通行人の足が止まり拍手が起きました。 
 50名の参加で、署名は 114筆、配布したティッシュ 1000個、チラシ 700枚でした。 
国公労連が実施したシール投票は、「政府案で安心できる YES 2 ・ NO 49」「消費税ア
ップには YES 8 ・ NO 44」でした。 
 

18日の参議院厚生労働委員会傍聴 
 参議院議面に 9：30、12：30集合を予定します。ぜひ参加をお願いします。 


